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平成２８年度当初予算案主要事項

(平成27年度２月補正予算含む）説明

警察本部

事 業 名 警察本部庁舎建設費

予 算 額 １７０，０００千円 新規･継続の別 継続

１ 趣旨

本館、別館、リサーチパーク等に分散している本部機能を集約する

とともに、災害発生時の拠点施設としての機能を併せ持つ警察本部庁

舎を整備するため、移転建替を行う。

２ 現況

○ 構造、延床面積等

事業内容 ・ 本館 昭和２年築、鉄筋コンクリート造３階建、地下１階

延床面積約 4,300㎡、最小Is値0.46

目 的 ・ 別館 昭和49年築、鉄筋コンクリート造６階建、地下１階

対 象 延床面積約12,900㎡、最小Is値0.16

方法等

３ 新庁舎概要

○ 構造等 地上６階、地下２階、免震構造

○ 延床面積 約27,500㎡

４ 建設予定地

京都市上京区下長者町通新町西入藪ノ内町

警察本部中立売庁舎及び西側府庁敷地

５ 整備スケジュール（予定）

○ 平成28～29年度 埋文調査

○ 平成28～31年度 新庁舎建設工事

（別途、債務負担行為 １３，０８９，０００千円）

担当課･係名 会計課 施設管理室 課・係 電話番号 075-451-9111(2260)

警察－１



平成２８年度当初予算案主要事項

(平成27年度２月補正予算含む）説明

警察本部

事 業 名 交番・駐在所整備費

予 算 額 １０３，９００千円 新規・継続の別 継続

１ 趣旨

女性や地域の力を活かし地域防犯力を向上させ、安全で安心なまち

づくりを推進するため、交番・駐在所の整備を計画的に行い、その機

能の充実・強化を図る。

２ 事業内容

○ 「平安なでしこ交番」の建替整備 ～ １箇所

事業内容 ・ 行永交番 （舞鶴警察署）

目 的 ○ 女性勤務交番施設改修 ～ ３箇所

対 象 ・ 大仏前交番 （東山警察署）

方法等 ・ 槇島交番 （宇治警察署）

・ 園部駅前交番 （南丹警察署）

○ 老朽化交番等の建替整備 ～ ２箇所

・ 山城交番 （木津警察署）

・ 薭田野駐在所 （亀岡警察署）
ひえ だ の

警務課 企画調整室 075-451-9111(2650)

担当課・係名 地域課 企 画 係 課・係 電話番号 (3515)

会計課 施設管理室 (2260)

警察－２



平成２８年度当初予算案主要事項

(平成27年度２月補正予算含む）説明

警察本部

事 業 名 警察安全相談員設置費

予 算 額 ４２，６８１千円 新規・継続の別 継続

１ 趣旨

府民からの多種多様な相談に対応することができる知識・経験が豊

富な元警察官を非常勤嘱託の警察安全相談員として任用し、府民の生

事業内容 命・身体・財産に危害が及ぶおそれのある相談等に迅速・的確に対応

することにより、安全で安心なまちづくりを推進する。

目 的

対 象 ２ 事業内容

方法等 ○ 警察安全相談員16人を配置（昨年度比１人増）

○ 警察本部及び相談件数の多い15警察署にそれぞれ１人を配置し、

府民からの各種相談を第一次的に受理

○ 府民から受理した各種相談に対し、

・ 的確な指導・助言

・ 事件主管課・係への引継ぎ

・ 相談者への連絡

・ 関係機関への引継ぎ

を実施

○ 警察事象に該当しない家事・民事相談等に対しても、誠実かつ的

確にアドバイスを行い、相談案件の早期解決と府民の生命・身体・

財産に危害が及ぶ犯罪の発生を未然に防止

担当課・係名 広報応接課 相談係 課・係 電話番号 075-451-9111(2201)

警察－３



平成２８年度当初予算案主要事項

(平成27年度２月補正予算含む）説明

警察本部

事 業 名 少年非行抑止ネットワーク事業費

予 算 額 １１３，１６３千円 新規・継続の別 継続

１ 趣旨

スクールサポーターを中心に、学校・ＰＴＡ・地域ボランティア・

行政機関等がネットワークを構築し、連携して少年非行を抑止する。

事業内容

２ 事業内容

目 的 ○ 児童・生徒の非行や犯罪被害の未然防止、非行からの立ち直り等

対 象 の支援を行うため、スクールサポーター（42人）を配置

方法等

○ 非行事象が多発する地域への集中投入等を実施

担当課・係名 少年課 少年サポートセンター 課・係 電話番号 075-451-9111(713-580)

警察－４



平成２８年度当初予算案主要事項

(平成27年度２月補正予算含む）説明

警察本部

事 業 名 交番機能強化費

予 算 額 ３５９，０００千円 新規・継続の別 継続

１ 趣旨

交番相談員を交番に配置し、警察官のパトロールの強化や事件・事

故等の対応により交番に警察官が不在の場合でも来訪者に適切な対応

事業内容 ができるようにするほか、地域の防犯アドバイザーとして、高齢者へ

の電話による防犯指導や、子ども・地域安全見守り隊等の自主防犯活

目 的 動に対する指導連絡や助言を行い、交番の機能強化を図る。

対 象

方法等 ２ 事業内容

○ 交番に136人の交番相談員を配置し、交番の円滑な活動に寄与

・ 警察官のパトロール時間を確保

・ 来訪者や電話申告への適切な対応、地理案内や遺失・拾得届の

受理

・ 事件又は事故発生時における警察官への連絡

○ 防犯アドバイザーとして、地域住民の自主的な防犯活動に対する

指導連絡及び助言を行い、地域防犯力の向上を支援

○ 高齢者を対象とした「いたわりテレホン」による防犯指導を行い、

特殊詐欺被害等を未然防止

担当課・係名 地域課 企画係 課・係 電話番号 075-451-9111(3516)

警察－５



平成２８年度当初予算案主要事項

(平成27年度２月補正予算含む）説明

警察本部

事 業 名 予測型犯罪防御システム（京都システム）構築事業費

予 算 額 ５９，７８０千円 新規・継続の別 新規

１ 趣旨

刑法犯認知件数の更なる減少、府民の体感治安の向上を目指し、全

国初となる犯罪を予測した警察活動を展開する。

２ 事業内容

システムを構築し、犯罪の発生情報などを集約・分析して犯罪を予

測することにより、

事業内容 ○ 犯罪の発生が予想される地域への先制的なパトロールの実施

○ 早期検挙による犯罪の悪質・凶悪化の未然防止

目 的 ○ 府民が犯罪に遭わないための効果的な情報発信

対 象 を推進し、犯罪抑止活動を強化する。

方法等

担当課・係名 刑事企画課 情勢分析支援室 課・係 電話番号 075-451-9111(4091)

警察－６



平成２８年度当初予算案主要事項

(平成27年度２月補正予算含む）説明

警察本部

事 業 名 危機管理態勢充実・強化費

予 算 額 ４２，５４０千円 新規・継続の別 継続

１ 趣旨

東日本大震災や豪雨災害の教訓を踏まえ、大規模災害発生時に備え

て災害警備活動用資機材の整備等を行うことにより、初動態勢の早期

事業内容 確立を始めとする危機管理態勢の充実・強化を図る。

目 的 ２ 事業内容

対 象 ○ 原子力災害対策用エアテントの整備

方法等 原子力災害発生時に、住民の避難誘導等の活動拠点として、避難

中継所に設置するためのエアテントの整備

○ 災害･水難事故等への対応能力強化

台風や集中豪雨等による水難事故発生時に備え、救助･捜索活動

用として配備している船外機付きゴムボートの更新整備

○ 放射線防護資機材の点検整備

原子力関連事故等発生時の部隊活動に必要となる放射線防護資機

材（サーベイメータ、個人線量計）の点検整備

○ 災害対策ヘルメットの整備

災害警備部隊の活動時に部隊員の頭部を保護するための災害対策

ヘルメットの整備

担当課・係名 警備第一課 危機管理対策室 課・係 電話番号 075-451-9111(5751)

警察－７



平成２８年度当初予算案主要事項

(平成27年度２月補正予算含む）説明

警察本部

事 業 名 交通安全施設整備費

予 算 額 １，３６９，２１２千円 新規・継続の別 継続

１ 趣旨

幹線道路、生活道路その他特に交通の安全を確保する必要がある道

路について、総合的な計画の下に整備事業を実施することにより、交

事業内容 通の安全と円滑を図るとともに交通公害の少ない道路交通環境の確立

を図る。

目 的

対 象 ２ 事業内容

方法等 ○ 信号機の新設及び改良

○ 道路標識、道路標示の新設及び改修

○ 主要信号交差点に対する非常用電源装置の整備 等

３ 事業効果

○ 交通事故防止

○ 交通の円滑化による交通渋滞減少

担当課・係名 交通規制課 交通管制センター 課・係 電話番号 075-451-9111(5211)

警察－８


